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1　目 勺白
　総理府の「労働力調査」によれば，配偶関係別構成の割合は，昭和44年（既婚50．5％）に逆転
し，56年には既婚者が67．9％になっている。昭和50年から55年にかけての女子労働力人口の伸び
は，7％である。また，女子雇用者の年齢別構成は，昭和35年には15～19歳層と20～24歳層の若
年で過半数が占められていた。昭和52年からは，育児期間がおおむね終了した35歳以上の層が雇
用者の過半数に達し，56年には53．2％を占めるに至っている。通学者，老年者等を除く女子の家
事専従者は1，707万人（28．7％）となったと報告している。
　上記の如く，女子の雇用労働者が増加し，反面家事専従者が漸減して，婦人の自立に最も重要
だとされた「経済的自立」の問題から，つぎへの課題に移行される状況になってきている。とは
いえ，専業主婦志向は実態とは別に，意識面では依然根強い傾向にある。主婦が働く理由に，経
済的理由がその第一として各調査の結果に出て来る。このことを考慮するならば，婦人の生活目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ標は厳密には経済的自立の達成というより，むしろ安定的専業主婦の座の確立を目的としている
といえよう。広中和歌子氏が，当然のこととして専業主婦となる女性は，「原則的には家庭の主
婦の仕事は大切であると信じており，外で給料を得て働く労働を格別高く評価したり，それを自
立と結びつけたりしない。」と評しておられる。これらのことからいえることは，当然のことと
して，あるいは結婚・出産・育児・夫の転勤等で止むなく専業主婦をしいられた婦人も，共に家
事・育児を賢明にこなすことによってある種の経済的自立を果していると，自他ともに認めてい
るが，これこそ日本型主婦像の特質である。自立とは，「個を確立しての主体的な生き方をする」
ことに着眼すれば，主体的な生き方は多様であつてよい。戦前から今日に至る迄，経済的自立に
焦点が置かれて論じられてきたが，究極的には「個」を犠性にしてきた，という点にわが国の場
合問題をしぼって婦人の問題を究明する必要がある。
　そこで，婦人が個の確立をどの様な状況の中で，どのように果しているのかを，ある学習サー
クル参加者の実態を調査することによって，専業主婦と個の確立の関係を論述したい。
皿　方 法
　調査を行なった時期は，昭和58年8月。新潟市の中央公民館の施設を利用して，昭和54年4月
から子育て期の母親が中心になって学習をしている，『バンビの会』入会者44名を対象に，アソ
ケート用紙を郵送した。その中，29名（65．9％）の回答を得た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟青陵女子短期大学研究報告　第14号　（1984）
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皿　結 果
1．　会員の家族構成と年齢構成
　会員の入会時の家族構成は，29名中23名が核家族（73・3％）で，そのうち夫婦と子1人が6名
（26．1％），夫婦と子2人が12名（52．2％），夫婦と子3人が4名（17．4％）という内訳である。
入会時の会員の年齢別会員数は，30～34歳13名（44．8％），25～29歳7名（24．1％），35～39歳5
名（17．2％）となつている。全国的にみても家事専従者の割合の高い層が，会員を構成している
といえる。
　会の発足は，昭和53年12月中央公民館主催事業として託児付きで，3回にわたり開講された「2・
3才児を持つ母親集まれ」に集った母親の中で，趣味やおけいこごとではなく勉強をしたいと強
く希望した数名が軸になって発展したものである。この年齢を対象とするはじめての託児つきの
事業は，この時期の母親の心を大いにゆさぶり，この会を含め3つの自主サークルの誕生のきっ
かけをもたらした。既にこの段階において子育て期の母親達も機会があれば償家庭から開放され
たいとの願望をかかえていたものといえる。夫婦と1人あるいは2人の子をもろ核家族が大半で
あること，また先住的新潟市在住者が4名ということを考え合わせると，彼らの交際範囲は家
庭，子の周辺等に絞られ，うつうつとしつつ家庭に埋没している状況を垣間見ることができる。
2．入会の動機
　学習サークルへの入会の動機は，①自分の勉強がしたかつた（31．4％），②自分の時間が欲し
かった（22．9％），③話し合う場を求めて（18．6％），④子どものため（17．1％）の順になつてい
る。自分の勉強がしたかつたという主婦は，育児以外の教養としての勉強をしたい（45・5％）と
望み，13．6％が育児に関する勉強と答えている。自分の時間が欲しかつた主婦は，自分の置かれ
ている場（家庭・地域etc）から離れてが43・6％で，自己発見の場を求めてが37．5％である。また，
話し合う場を求めての主婦は，本音で話し合える相手と場としてが76．9％，問題をしぼって意見
交換できる場23．1％である。子どものためと答えた主婦は，集団の場での子の成長を期待してが
58．3％，子どもの友達が欲しかった（16．7％），近所に安全な遊び場がない（8．3％）の順であった。
　総じて子育て期の主婦は，家事・育児に生活が片寄りがちになることから，なんとかして自己
を取り戻したいという思いが強い。そこで，育児以外の教養としての勉強をすることによつて，
自らの生活に活力を与えたいと願っている。家事や育児は，主婦が自分の時間であると意識でき
る類の仕事とはなっていない。この点から見る限り，家事や育児は，婦人の個性や能力を十分発
揮してその役割をこなす仕事というより，むしろ人間として誰もが出来なければならない仕事と
して，位置づけられるのではなかろうか。家事の省力化，育児の社会化によって役不足になつてい
る状況がうかがえる。家庭という場は・確かに主婦にとって居ごこちよい場である事には違いない
が，「他人に認められたい」という欲求を極度に押えつけられる場でもある。専業主婦が果してい
ると評価される点として，「家族がバラバラにならず，家庭の内外でスムースに機能するために
主婦は欠くことのできない潤滑油の役割をになっている」，「ねたきり老人の看護」，rPTA」，
「ボランティア」などをあげ，社会的施策の補助者として，家族員の精神的・情緒面での貢献を
高く評価すべきではないかとする声がある。確かにこれらへの貢献は大であるが，婦人が止むな
くやらねばならない状態があるのであれぽ，貢献しているからそれで良いのではない。自分の存
在を常に感じ取れる生活が，より人間的であるとするならば，仕方なくやっているという状況か
らやりたくてやるという方向に質的に高めるための，社会的施策が必要である事を強調していく
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ことが大切である。
　彼らの入会の動機から，子育て期の家庭像を描くならば，母も子も家庭という限られた空間で，
彼らの成長・発達を押えられてはいるものの，家事・育児を放棄しないで，彼らの欲求を満足で
きる場を求めて模索しているという実態を見ることができる。本音で話し合える相手と場を求め
てとの期待を持つた入会者の多さを見ても，夫に求められないニードを，外に求める強さになつ
ても現われているのである。
3．学習をした中で
　学習をしたことで，興味・関心のあつたもの，影響を受けたもの，負担を感じたものについて
みてみた。興味・関心があったものとして，他人の意見を聞くこと，会員のレポートを読むこと
　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　tr．1（1位）。講i演（3位）。婚姻論，助言者のアドバイス（4位）。親子論（6位）。会の人間関係，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あユ他グループ団体との交流（7位）。育幼論，子供を預けたこと（9位）の順である。影響を受け
たものとして，会の人間関係，子を預けたこと（1位）。講演，助言者のアドバイス（3位）。多
くの本と接したこと，公民館とのかかわり，保育をしたこと（5位）。他人の意見を聞くこと，
月当番をしたこと，保育室の保育（7位）。役員，係をしたこと（10位）である。負担を感じた
ものは，書くこと（1位）。月当番をしたこと（2位）。自分の意見を述べること，役員＝係をし
たこと，公民館とのかかわり（3位）。会の運営方法全般，保育室運営活動（6位）。植木枝盛の
著書，学習の方法，電話連絡（8位）となつている。
　学習をした中で興味・関心のあったものの上位にあげられている内容をみると，総じて他者の
意見を聞くことである。ここにも，彼らが家庭・家族という枠の中でのみ生活をし，量・質とも
に他者とのかかわりが低い様子が明らかである。他者との交流も，大いに新鮮なものとして映つ
ている。影響を受けたものをみると，会に入会と同時に関わらねばならなくなった人や役割から
の影響がある。家庭にあっては，ともすると切り捨てようとする性質のものといえる。負担を感
じたものの多くは，個人の能力にかかわる事柄であの，時間的制約を受けるものとなつている。
負担を感じたものは，興味・関心のあったもの，影響を受けたものと比較すると，全体の総数が
低いところから，夫婦共に学歴の高い会員が半数以上を占めているということで，彼らにとつて
は学習をしてのメリットの方が，多かったということができる。
4．入会の結果として
　会へ参加した結果，あるいは学んだ結果としての変化の状態をみてみたい。女性問題に興味を
もつようになった（1位）。自分の友達と思える人ができた（2位）。社会のしくみや動きに関心
をもつようになつた，自分の日常生活と社会のしくみがつながっているように思えた，母子の分
離の学習方法がよいと思つた（3位）。本や新聞をより読むようになった，経済的自立の必要を
感じた（6位）。夫に期待するもの，求めるものが明確になった，自らをじっくり考えることが
できた（8位）。つぎに変化がなかったものをみると，近所づきあいがうまくできるようになつ
た（1位）。夫との会話が増えた（2位）。夫が家事・育児に以前よりかかわるようになった，
考え方が積極的になった，睡眠時間が減った（3位）。おしゃれに関心をもつようになった（6
位）。洗濯の仕方・時間帯が変わつた，調理方法や時間帯を工夫するようになつた，室内の整理
整頓を心掛けた，買物の回数・時間が減った（7位）。
　女性問題に興味をもつようになったを第1位にあげているが，この会は特に婦人問題を前面に
出して学習している会ではないが，8位に自らをじっくり考えることが出来るようになった，あ
るいは3位に自分の日常生活と社会のしくみがつながっているように思えたといっているように，
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本会が子育て期の婦人を対象としている為，学習が夫婦関係，親子関係について話題になること
が多かったので，こうした結果になったと思われる。日常生活の中では，自分の立場を客観視し
たり家庭外のことを一人でじっくりと学習することが難しい問題であるということができよう。
話し合える相手と場を求めて入会した会員のみならずとも，自分の友達と思える人が出来たとこ
たえているということは，全体として家庭での母子孤立状況が高いといえ，こうした類の学習グ
ループは，彼らの生活の支えとなり得ることが明らかである。また，専業主婦にとって，会への
入会はある程度の金銭の出費を余儀なくさせることもあって，女性問題の目ざめと同時に，経済
的自立も彼らの課題となつて現われる。自分を取り戻す為には，母子分離の学習方法が効果的に
作用をしている。
　参加をしても変化がみられないものの特徴として，家事・育児があげられる。彼らは，外に踏
みだす以前迄，彼らの立場で十分それらの工夫をした結果，家庭の中に役不足の点が出てき，会
へ入会の機会をもったとみることができる。夫との関係にも変化を見ないのは，現実生活優先にあ
る。現実の生活で，経済生活がある程度安定していると意識している場合，現状を維持する中で
自分を少しずつ変化できればよいという状況に止まることで，満足しようとしている。また，仕
事中心の夫は，必ずしも夫だけの側の問題といい切れず，社会の大きな問題ともいえ，個人的努
力のみでは論じ切れないものである。夫婦のコミニュケーションの円滑化の難しさがうかがえる。
　5・　退会理由と退会後の経験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会を退会した会員は，29名中22名である。退会の理由は，他に活動することをみつけた（11
名），会に対する不満（7名），子どもの年令が高くなった（5名），その他（5名），忙しくなり
すぎた（4名），転勤・健康上の理由（各3名），出産（2名），家庭あるいは親族の理由（1名）
である。
　退会から調査時点までの活動の内容としては，専業主婦（10名），PTA（9名），おけいこご
と（8名），ボランティア活動（7名），サークル活動（6名），就職（5名），内職（4名），各
種資格取得・その他（各3名）となっている。
　社会教育の目標は，学習をとおして自立の力を養うことに主眼が置かれている。この調査対象
となった会は，子育て期の母親が中心になっていたことにより，子の年令が高くなって退会して
行く者が出ることは致し方ないといえる。会で養った行動力を他者から押されて，PTAの役
員となり活躍する方が目立つ。また，新潟市では，この会の様に母子分離の自主学習サークルが
他に無ったこともあって，同様のサークルづくりの指導者として，あるいは保育室の保育ボラン
ティアとしての活動にまわらなければならない事情によって，他の活動に移るケースとなってい
る。家庭あるいは親族の理由としてあげている者は，夫がサラ金から多額の借金をし，止むなく
家を出ざるを得なかったのである。会に対する不満を指摘している者は，自主サークルであるが
故の負担と助言者が居なくなった時点で，退会者が出ている。子育て期の学習グループを支える
ためには，負担をかけ過ぎず信頼の置ける助言者がいるということではなかろうか。さらに，保
育者がいる安定した保育室の確保も欠くことができない。母子の分離が容易にできず退会した者
を追ってみると，母親が子から離れて早く外へ出たいと強く願って，子への対処がうまく行かな
かった者が多い。
IV　考 察
いわゆる子育て期といわれる30～34歳を中核とするその前後の世代をも含め，彼らは最っとも
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家という器から外へ出にくい世代といわれてきた。家事の省力化が可成り進んだ今日，育児の方
策を考えさえすれば，個々の家庭事情に応じて家から外へ出ることは可能になった。しかし・こ
のサークル参加者はもともと託児付きである講座に集った母親であることをみても，彼らは近隣
に子を預けることができる程の付き合いを持たないで生活している。それ故に自分のしたいこと
の為に子どもを他に預けることなどはできない。子育て期の母親が，家庭や子どもから離れて物
理的に精神的に出ることに対する後めたさによって，「子育ては母親の責任」という声との葛藤
を起さずにはおかない。従つて，彼らの学習は，子のためになるような内容を志向せぜるを得な
い状況において，自分のために出たいということに対し，夫や子ども，近隣社会に後めたい気持
ちで参加している。こうした気持ちをいだいている段階では，夫や近隣関係と益々離れた存在に
なり，結果として短期間の加入で退会することになる。
　好むと好まざるとを問わず，専業主婦となった彼らは，家の中でひたすら子どもと暮らす中に
否応無しに，情緒面では夫と離れ，その分だけ子によりかかるという悪循環の関係が認められる。
時折り襲う家事・育児の空白は，ふと夫婦のあり方を自ら問い直し不満をつのらせる。30代前後
の最も心身共に充実している時期に，家で埋没している生活は，ある種の病理現象であるともい
える。学習サークル参加の動機はまさに，彼らが彼らなりに持っている本質的な欲求性向一
「自分は自分でありたい」，仲間と何らかの「かかわりあいを持ちたい」という，自己同一性と
関係志向的欲求という本質的欲求の不充足による行動であると考えられる。これはとりもなおさ
ず，家庭の病理的ともとれる役割構造に，その本質的原因を求めることは不可分である。
　さらにこの仮説は，彼らが学習を通して興味・関心をもつ内容にもあらわれている。他人の意
見を聞いたり，他者との交流と答える彼らの状況は，これらの本質的欲求の充足にある。充足の
過程は，家庭に求めることができなくなった分野の経験の連続において，個々の状況に応じて吸
収されていくものである。
　現在の家庭は，健康な人間を引き止めて置くだけのエネルギーの大半は消失してしまっている。
家庭が閉鎖的かつ自閉的な場であるか否かは，入会の結果，彼らが，他会員等との交流によって
自分自身を問題の対象とできるようになったことからいえよう。しかし，妻の側の変化は，必ら
ずしも夫の変化となって影響し合わないことの問題である。影響を及ぼしえないことによって，
妻を益々孤立化し，それが又家事・育児にさしさわりのないと思う状況の中で自己活動欲求を満
たすことにもなっている。また一方では，忙しくなり過ぎることによって会を退会し，再び専業
主婦として充電をするパターンが描かれる。
V　結 論
　以上，子育て期の母親のサークル参加の実態をみてきたが，主婦の孤独感・孤立感が参加の背
景にあるということが明らかとされた。会の発足から僅か5年間を辿っただけであったが，夫婦
の対話がない中で，孤独に試行錯誤をくりかえしている。誰でもいいから，精神的に支えてくれ
る相手を求めて揺れ動いている。子育て期の母親のサークルは，個性の強い家事・育児を主体と
する主婦の集団であるということもあって，その連帯は崩れ易い。サークルへの加入は，自分と
子，自分と他者との関係において，自分という存在を回復し，自己の確立への努力をみる。しか
し，夫との関係において，役割関係が個定化していることから，妻の立場から一歩もでることが
できない。個の確立は，伝続的役割関係を基礎とするならば，それが完全なかたちを呈すること
はない。
　いま一つ個の確立を疎外している側面がある。日本国憲法13条は，個人の尊重と公共の福祉に
48 本　　田　　典　　子
ついて，24条は家庭生活における個人の尊重と両性の平等を規定したものである。それぞれ個人
を尊重するとうたったものであるが，我々の現実の生活が個人を尊重する状況になっているであ
ろうか。子が親の庇護の下に長い間同居生活をしている事実をとっても，個人として自分自身を成
長させる機会が少ない。結婚するしないは自由，子を産む産まないのは自由といわれていても，
「しない」自由を行使することに困難が多く，社会で孤立化させることにもなりかねない。消費
構造や家構造が既に個を中心とするものになっているにもかかわらず，社会的恩恵は家族が中心
になっている。憩の場の多様化が進んでいるが，やはりその最大の役割を家庭に置いている。
　こうした社会的矛盾が，伝統的役割と呼応し，専業主婦の能力と個性を伸ばせず，主婦の仕事
を高く評価することに転化し，主婦が自立して行く方策を良しとしないことには問題がある。婦
人の自立においての課題は，個人を尊重する社会的施策を進めることが当面の課題である。
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